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〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化

に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

令和２年第５回（９月）議会定例会　４日～16日

全町民に１人１万円の地域応援商品券配布

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

　
議
員
提
出
議
案

　令和元年度一般会計・特別会計・企業会計の歳入歳出決算の認定・令和２年度一般会計・特別
会計補正予算、条例の改正、組合規約の変更、人事案件が上程されました。
　議案は各常任委員会や予算決算特別委員会で審査され、すべて原案通り全員賛成で可決し
ました。
　尚、人事案件については初日に採決し同意しました。

〇
令
和
２
年
度
の
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　
総
額 

9
0
0
万
円

　
（�

住
宅
建
築
に
伴
う
本
管
延
長
に
係

る
工
事
費
）

〇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
総
額 
2
8
5
万
円

　
（�

指
定
事
業
者
等
シ
ス
テ
ム
導
入
委

託
料
ほ
か
）

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
総
額 

１
億
１
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
費
追
加
補
正

一般会計補正予算（9月）� （単位 : 万円） 

総務費

庁舎内 LAN配線増設工事　（コロナ禍で分散業務） 110

公共施設自動水栓整備工事（蛇口を自動水栓に改修・感染症対策） 446

番号制度に伴う住民情報システム改修委託料他 527

民生費

心身障害者医療費助成システム改修委託料　 47

未熟児養育医療給付費 400

百寿会館修繕費 110

新型コロナウイルス感染拡大防止対策費（保育所・児童館） 572

衛生費
新型コロナウイルス感染拡大防止対策費（保健センター） 129

保健センター修繕費 70

農林水産業費 農業集落排水事業特別会計繰出金 735

商工費 地域応援商品券支給事業費補助金（1人１万円の商品券を配布） 6,880

教育費 エネルギー教育教材器具費 74



川北町議会だより 157号
令和２年11月１日発行

3

NEXT

令
和
元
年
度
決
算

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

事 

業 

名　

�

川
北
小
学
校
プ
ー
ル
耐

震
補
強
工
事

契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
１
億
４
，３
０
０
万
円

契
約
相
手　
白
山
建
設
株
式
会
社

〇
財
産
の
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
事 

業 

名　

�

小
中
学
校
情
報
機
器
購

入
業
務

契
約
方
法　
随
意
契
約

契
約
金
額　
３
１
，7
5
0
，1
8
0
円

契
約
相
手　

�

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社　

販
売
事
業
本
部

石
川
支
社

内　
　
容　

�

全
児
童
生
徒
分
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
購
入（
７
４
２
台
）

●
教
育
委
員
会
委
員

�

　
新
谷　
浩　
氏 

�

（
下
田
子
島 

再
任
）

●
教
育
委
員
会
委
員

�

　
矢
野　
茂　
氏

�

（
木
呂
場 

新
任
）

●
教
育
委
員
会
委
員

�

　
杉
本　
昌
之　
氏

�

（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン 

新
任
）

　
人　
事

一般会計補正予算（7月臨時会）� （単位 : 万円）

総務費 パーテーションの設置　（飛沫感染防止対策）　 100

民生費

サーモグラフィー購入費　（感染症対策・川北温泉に設置）　 121

保育所・児童館自動水栓整備工事　（蛇口を自動水栓に改修・感染症対策） 336

特別出産祝金　（４月２８日以降に出生した新生児を対象 1人 10万円） 500

衛生費 家庭ごみガイドブック作成費　（家庭でのゴミの分別と感染症対策） 66

消防費 避難所備蓄用品等購入費（コロナ禍の災害に備える・段ボール間仕切り・消毒液等） 776

教育費

スクール・サポート・スタッフ配置費　（感染対策のため教員をサポート） 210

小中学校自動水栓整備工事　（蛇口を自動水栓に改修・感染症対策） 763

家庭学習用通信機器購入費　（Ｗｉ - Ｆｉ環境の整備支援） 226

新型コロナウイルス感染拡大防止対策費（小中学校）
（接触冷感マスク・アルコール消毒液等の購入） 584

図書館パワーアップ事業　（図書館のオンライン化や本の除菌機の購入） 3,078

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
総
額 

６
，７
６
０
万
円

７
月
議
会
臨
時
会　
30
日

９
月
議
会
臨
時
会　
30
日
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財政指標は健全 一般会計歳入
３６億１４５０万円

人件費
7億4,194万円
20.8％

扶助費
4億1,306万円
11.6％

公債費
4億4,359万円 
12.5％

普通建設事業費
5億7,296万円
16.1％

物件費
5億4,300万円
15.2％

維持補修費
3,576万円 
1.0％

積立金
149万円
0.04％

補助費等
5億8,291万円
16.4％

繰出金
2億2,937
万円
6.4％

44.9%

義
務
的
経
費

投資的経費
16.1%

歳出
35億6,408万円

町特別職、一般職職員
の給与手当共済費

消費的な支出
賃金、旅費、需用費等

特別会計への繰り出し

一部事務組合等への負担金や
民間への補助金

借入金の返済

福祉の経費
１８才以下と７５才
以上の医療費無償、
出産祝金、ねたきり
老人介護福祉手当
など

義務的経費
支出が義務づけられた経費
１５億９,８５９万円
４４．９％

投資的経費
社会資本の整備に要する経費

町税
14億4,944万円
40.1％

その他自主財源
2億2,510万円
  6.2％

地方交付税 
7億8,386万円
21.7％

国・県支出金
4億3,204万円
 12.0％

繰越金、繰入金
1億715万円 
3.0％

町債（借入金）
4億540万円
11.2％

その他依存財源
2億1,151万円 

5.8％

49.3%

自
主
財
源

50.7%

依
存
財
源

歳入
36億1,450万円

地方自治体の格差をなくす
為、国から交付されたお金

地方消費税、地方譲与税など

国や銀行から借りたお金

国・県からの補助金など

町民税、固定資産税など町民の皆
さん及び法人から納められた税金

前年度繰越金及び基金から
繰り入れたお金分担金、寄附金、使用料、手数料など

自主財源
町で集めたお金
１７億８,１６９万円
４９．３％

依存財源
国・県・借入金に
よるお金
１８億３,２８１万円
５０．７％

指標
健全化判断比率

実質公債費比率 将来負担比率

川北町 9.9% ー

早期健全化基準 
（イエローカード） 25％以上 350％以上

財政再生基準 
（レッドカード） 35％以上 ー

県市町平均 9.9% 60.0%

※�財政状況が健全かどうかを判断する「健全化判断比率」財政状況が悪化して危なくなったときに警告する早期健全化基準と、自力で財政状況の
立て直しが出来なくなり、国や県の管理の下で財政再建に取り組むことになる財政再生基準があります。

　川北町は全ての基準値を下回っており、健全な状況と言えます。

財政力指数 経常収支比率

川北町 0.63　　　 85.7%　　　　

全国平均 0.51（H30年度） 93.0%（H30年度）

県平均 0.51（H30年度） 92.0%（H30年度）
財政力を示す指数で、高
いほど財源に余裕がある

経常的経費(人件費、扶
助費、公債費等）が一般
財源に占める割合、低い
ほど弾力性がある
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NEXT

税
金
は
有
効
に
使
わ
れ
た
か

令和元年度決算一般会計歳出
３５億６４０８万円

人件費
7億4,194万円
20.8％

扶助費
4億1,306万円
11.6％

公債費
4億4,359万円 
12.5％

普通建設事業費
5億7,296万円
16.1％

物件費
5億4,300万円
15.2％

維持補修費
3,576万円 
1.0％

積立金
149万円
0.04％

補助費等
5億8,291万円
16.4％

繰出金
2億2,937
万円
6.4％

44.9%

義
務
的
経
費

投資的経費
16.1%

歳出
35億6,408万円

町特別職、一般職職員
の給与手当共済費

消費的な支出
賃金、旅費、需用費等

特別会計への繰り出し

一部事務組合等への負担金や
民間への補助金

借入金の返済

福祉の経費
１８才以下と７５才
以上の医療費無償、
出産祝金、ねたきり
老人介護福祉手当
など

義務的経費
支出が義務づけられた経費
１５億９,８５９万円
４４．９％

投資的経費
社会資本の整備に要する経費

特別会計
� （単位：万円）

会計区分 国保会計 簡水会計 集排会計 介護保険会計 介護サービス会計 後期高齢者会計

歳入（A) 53,534 3,172 19,370 48,688 5,635 6,863
　(内一般会計繰入金) 2,766 462 8,400 7,500 2,700 1,143
　(内基金取崩額) ー 510 ー ー ー ー
歳出（B) 51,106 3,100 18,705 47,791 5,529 6,729
差引（A-B) 2,428 72 665 897 106 134
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目玉施策の一覧

教育

防災・減災対策

農業・産業振興対策

少子化対策

住環境整備事業

グローバル化に対応する人材育成
・外国語指導助手(ALT)の配置� （404万円）
・オンライン英会話・英語4技能テスト
� （109万円）
教師の働き方改革への取り組み
・スクール・サポート・スタッフの採用�（145万円）

安全・安心なまちづくり
・自主防災組織活動助成事業補助金�（77万円）
・非常持ち出し袋等購入� （244万円）
・避難所無線LAN整備� （1,959万円）
　�（中島小、川北小、橘小、川北中）

・水田農業構造改革助成金� （2,361万円）
・多面的機能支払交付金� （3,218万円）
・経営転換協力金� （87万円）
・中小企業設備投資促進助成金� （60万円）

安心して生み育てられる環境づくり
をめざす
・子育てワンストップサービス� （64万円）
・出産祝金　� (435万円）
・ファミリーサポートセンター事業�（97万円）
・子ども食堂の開催事業費補助金� （14万円）

多世代がずっと住み続けられる町をめざす
・住宅リフォーム等助成事業補助金
� （住宅リフォーム29件　525万円）
� （住宅用太陽光発電6件　120万円）
・新築住宅取得奨励金� （18件　900万円）
・空き家等解体事業補助金�（5件　250万円）

129 127 113 105 88

252 247 259 251 245

172 189 152 151 140

282 241 276 249 269

835 804 800 756 742

0

200

400

600

800

1000

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

児童・生徒数

中島小 川北小 橘小 川北中 合計

61

51 53

45 43

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

こどもの出生数

30

40

50

60

70

123
139 129 129 121

161 139 132
180 168

-38

0 -3

-51 -47

-100

-50

0

50

100

150

200

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

転入・転出者数

転入者数 転出者数 転出超過数

（人） （人）

（人）
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NEXT

委
員
会
審
議 

Q
&
A

税金は有効に使われたか

ハード事業

高齢者福祉

まちづくりの推進

保健事業

・保健センター空調設備等改修事業
� （6,724万円）
・防火水槽整備事業（藤蔵、橘新）
� （1,849万円）
・中島・橘小学校プール耐震補強事業
� （1億9,637万円）

きめこまやかで手厚い住民サービス
・75歳以上の高齢者医療費助成事業
� （4,196万円）
・配食サービス事業費� （442万円）
・寝たきり老人等介護者福祉手当�（100万円）

・いきいき地域づくり事業� （4,230万円）
・川北まつり助成金� （3,640万円）
・多目的運動公園(仮称)整備事業
　� （基本設計　1,095万円）

健康づくりの促進
・短期人間ドックの助成事業� （3,161万円）
・高齢者インフルエンザ予防接種�（474万円）
・各種予防接種費用の助成� （603万円）
�（インフルエンザ、風しん、高齢者肺炎球菌）

3,669 3,548 3,476 4,013 4,196
611

629

656
664

689

560

580

600

620

640

660

680

700

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
（万円） （人）

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

75歳以上の高齢者人口と
高齢者医療助成額の推移

医療費助成額 高齢者数（75歳以上）

444444 462462 432432 359359 461461

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
500

平成27 平成28 平成29 平成30 令和元

短期人間ドック助成事業利用者数（人）

中島小プール 多目的運動公園（仮称）イメージ図
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

	

地
域
応
援
商
品
券
支
給
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
子
育
て
応
援
商
品
券

支
給
事
業
な
ど
の
経
過
を
参
考
と
し
て

い
る
の
か
。

	

以
前
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

時
に
は
、
使
え
る
店
が
18
件
、
子
育

て
応
援
商
品
券
で
は
45
件
と
幅
が
広

が
り
、
使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
て
い

る
。

	

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
内
訳

は
。	

寄
附
は
95
件
あ
り
、
そ
の
内
、
９

件
が
県
内
か
ら
で
あ
る
。

	

役
場
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況

は
。	

役
場
庁
舎
の
平
均
は
月
４
時

間
、
対
象
職
員
は
43
人
（
管
理
者
除

く
）
。
町
で
は
今
年
か
ら
水
曜
日
を

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て
定
め
、
時
間

外
勤
務
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
。

	

避
難
所
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
場
所
は
。

	

中
学
校
12
箇
所
・
中
島
小
学
校
10

箇
所
・
川
北
小
学
校
11
箇
所
・
橘
小

学
校
10
箇
所
で
あ
る
。

	

各
課
の
委
託
料
が
多
い
。
折
衝
す

り
合
わ
せ
を
ど
の
様
に
行
っ
て
い
る
の

か
。	

基
本
的
に
各
課
で
折
衝
し
、
で
き

る
だ
け
低
価
格
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

	

コ
ピ
ー
機
は
役
場
で
一
括
管
理
し

て
な
い
の
か
。

	

コ
ピ
ー
機
は
リ
ー
ス
で
運
用
し
て

い
る
が
、
部
署
に
よ
り
コ
ピ
ー
の
量

が
異
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
機
種
・
メ

ー
カ
ー
も
違
う
の
で
一
括
管
理
は
難

し
い
。

QQ
AA
&&

委
員
会
審
議
主
な
も
の

	

バ
ス
路
線
の
延
伸
し
た
山
島
台
か

ら
川
北
温
泉
ま
で
の
利
用
者
数
を
聞
く

と
温
泉
か
ら
金
沢
方
面
に
行
く
人
数

は
７
２
４
人
で
平
均
1.4
人
、
戻
り
が

２
９
０
人
で
平
均
0.6
人
と
利
用
が
少
な

い
。
少
し
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
。

	
運
用
を
始
め
て
４
年
が
経
過
し
、

初
年
度
よ
り
２
年
目
が
増
え
今
年
度
は

今
ま
で
で
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
利
用

す
る
生
徒
に
よ
り
変
動
す
る
た
め
、
も

う
少
し
状
況
を
見
極
め
た
い
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
決
算
審
査
会

	

町
営
住
宅
の
退
去
者
の
状
況
は
。

	

町
営
住
宅
の
退
去
者
は
15
件
で
そ

の
内
、
７
件
が
町
内
に
住
宅
を
建
設

し
て
い
る
。

ふるさとチョイス

地域応援商品券
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町
政
を
問
う
（
い
っ
ぱ
ん
質
問
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

	

空
気
清
浄
機
の
設
置
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
有
効
か
。
ど
の
程
度
の

も
の
を
設
置
す
る
の
か
。

	

診
察
室
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
、

換
気
が
出
来
な
い
部
屋
で
の
空
気
清

浄
機
の
設
置
は
、
様
々
な
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　

機
種
に
つ
い
て
は
性
能
の
良
い
も

の
を
選
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
決
算
審
査
会

	

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
補
助

金
に
つ
い
て
の
対
象
者
は
。

	

現
在
小
中
学
校
で
合
わ
せ
て
8
名

で
あ
る
。
対
象
者
は
増
え
る
傾
向
に

あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
対
策
と
し

て
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
１
名
増

員
し
て
い
る
。

	

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
者
は
年
間
何
人
か
。

	

令
和
元
年
度
で
預
か
り
39
件
送
迎

89
件
年
間
１
２
８
件
で
あ
る
。
登
録

者
は
58
名
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ

ー
は
15
名
で
あ
る
。

	

能
美
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
は

何
人
い
る
の
か
。
そ
の
中
に
川
北
町
の

委
員
は
い
る
の
か
。

	

能
美
介
護
認
定
審
査
会
は
６
合

議
体
で
運
営
し
て
お
り
、
１
合
議
体

に
４
名
の
委
員
が
い
る
。
川
北
町
か

ら
推
薦
し
て
い
る
委
員
は
３
名
で
あ

る
。	

民
生
児
童
委
員
は
各
地
区
に
１
名

と
い
う
規
定
は
あ
る
の
か
、
地
区
民
生

委
員
を
増
員
で
き
な
い
か
。

	
国
の
基
準
で
配
置
人
数
は
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
県
（
国
）
に
要
望
す
る
こ
と
は

出
来
ま
す
。

	

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業
の
対

象
と
な
る
の
は
。

	

対
象
者
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
で

あ
る
。
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

指
定
し
た
連
絡
先
に
通
報
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
設
置
費
用

は
全
額
町
負
担
。
月
々
の
利
用
料
の

２
分
の
１
は
利
用
者
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

緊急通報装置（本体） ペンダント型子機

通報



納
期
前
納
付
報
奨
金
の
見
直
し
は

問

慎
重
に
判
断

答

税
務
課
長
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町
政
を
問
う
！
９
月
議
会
定
例
会

一
般
質
問

 

「
空
き
家
対
策
」と
し
て
、所
有

者
へ
の
意
向
調
査
や
、所
有
者
に

対
す
る
空
き
家
等
解
体
工
事
費
補

助
制
度
の
Ｐ
Ｒ
等
、「
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
推
進
策
」は
。

山村秀俊 議員

 

今
後
の
空
き
家
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
及
び
管
理

者
に
対
し
て
、
適
正
な
維
持
管
理

を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
、
解
体
等
事
業
補
助

金
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
行
い
、

更
に
は
、
将
来
的
な
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
、
様
々
な
視
点
か
ら
、

施
策
を
検
討
し
た
い
。

 

過
去
に
導
入
さ
れ
た
こ
の
制

度
も
、
現
金
納
付
か
ら
、
振
替
納

税
の
普
及
・
拡
大
へ
と
移
行
し
、

税
収
の
早
期
確
保
や
、
自
主
納
税

意
識
の
定
着
等
に
よ
り
、
当
初
の

目
的
を
既
に
、
達
成
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。　

　
こ
れ
か
ら
は
、
納
付
方
法
の
選

択
肢
の
ひ
と
つ
、
と
考
え
た
方
が

い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
因
み
に
、
県
内
で
は
、
川
北
町

以
外
の
市
・
町
で
は
、
全
て
廃
止

さ
れ
て
い
る
。

　
「
納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
」

の
見
直
し
は
。

空き家バンク制度の推進策は
様々な視点から検討土木課長答

問

 

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

な
ど
、町
民
税
を
特
別
徴
収
さ
れ
、

当
該
制
度
を
利
用
で
き
な
い
人
と

の
不
公
平
感
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
自
治
体
が
、
こ
の

制
度
を
廃
止
し
て
い
る
こ
と
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
納
期
前
に
全
額
納
付

を
選
択
す
る
の
は
、
利
便
性
の
面

だ
け
で
は
な
く
、
税
負
担
を
少
し

で
も
、　

和
ら
げ
た
い
と
の
思
い

か
ら
で
あ
る
。

　
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
国
や
自
治
体
に
お
い

て
、
納
税
の
猶
予
や
減
税
、
免
税

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
中
で
、

こ
の
制
度
も
所
謂
、
減
税
制
度
と

同
等
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
慎
重
に

判
断
し
た
い
。

川北町空き家バンク制度

川北町空き家バンク
全日本不動産協会石川県本部

石川県宅地取引業協会

②調査依頼

④調査報告

①利用登録

⑤登録通知 ⑥利用登録

⑦連絡・調整
行事に参加

⑨結果報告

⑧交渉・契約締結空家等所有者（売主・施主） 希望利用者（買主・借主）

③現地調査

～制度の流れ～
町内会



 

昨
年
の
９
月
議
会
定
例
会
一

般
質
問
に
お
い
て
、町
内
の
巡
回

バ
ス
に
つ
い
て
、質
問
し
た
の
に

対
し
、町
当
局
の
回
答
は
「
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
維
持

と
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、町
内

巡
回
バ
ス
は
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。そ
の
後
、町
と
し
て

何
か
進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

 

国
全
体
で
の
交
付
率
は
、
依

然
と
し
て
低
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
な
ど
に
よ
り
、
今
年
の

6
月
以
降
、
本
町
に
お
け
る
交
付

申
請
者
は
、
大
き
く
増
加
し
て
お

り
、
９
月
６
日
現
在
の
本
町
の
交

付
率
は
、
県
内
一
の
20
・
76
％
、

申
請
率
は
、
県
内
２
番
目
の
25
・

０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
令
和
３
年
３
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
、
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
利
用
範
囲
が
広
が
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
実
施
中
の
町
立
図

書
館
の
電
算
化
に
併
せ
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
図
書
館
利
用
カ
ー

ド
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
町
独
自
の
活
用
策
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

 

現
在
、
加
賀
市
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
促
進
策

と
し
て
、
申
請
さ
れ
た
方
、
１
人

に
つ
き
5
，0
０
０
円
分
の
「
か

が
応
援
商
品
券
」
を
配
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
色
々
な

手
続
き
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
も
利
用
さ
れ
、
益
々
利
便
性

が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
川

北
町
で
も
、
交
付
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
周
知
や
、
加
賀
市
の
よ

う
に
何
か
工
夫
が
必
要
で
は
。

西田時雄 議員
 

高
齢
者
や
免
許
返
納
者
な
ど
、

移
動
が
不
便
、
あ
る
い
は
困
難
な

方
々
の
生
活
支
援
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
現
在
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
障

害
を
持
つ
方
、
妊
婦
の
方
な
ど
を

対
象
と
し
、
日
常
生
活
の
維
持
と

安
全
性
、
更
に
は
、
利
便
性
向
上

町内巡回バスの運行は
乗り合い型の巡回バスを検討町　長答

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
促
進
策
は

問

町
独
自
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

答

住
民
課
長

の
観
点
よ
り
、
買
い
物
施
設
や
公

共
施
設
、
金
融
機
関
等
を
目
的
地

と
し
た
「
乗
り
合
い
型
」
の
「
町

内
巡
回
バ
ス
」
を
検
討
し
て
い
る

所
で
あ
る
。

　
ま
た
、
通
院
な
ど
町
外
へ
の
移

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
タ
ク
シ
ー

初
乗
り
運
賃
を
助
成
す
る
事
業
」

も
併
せ
て
計
画
を
し
て
お
り
、
試

行
期
間
も
含
め
来
年
度
よ
り
、
実

施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
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NEXT

町
政
を
問
う
（
い
っ
ぱ
ん
質
問
）



 
川
北
町
土
地
改
良
区
は
、

平
成
28
年
10
月
の
借
入
金
償

還
を
最
後
に
、
現
在
は
年
１

回
の
総
代
会
を
開
催
す
る
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
大
型
圃
場
整
備
等

の
事
業
計
画
が
な
く
、
か
つ

賦
課
金
も
徴
収
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
今
後
、
更
な
る
維

持
費
用
の
増
大
を
伴
っ
て
ま

で
組
織
の
存
続
を
図
る
と
い

う
の
は
、
結
果
的
に
町
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、

組
織
の
在
り
方
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
組
織
の
解
散
も

含
め
、「
土
地
改
良
区
の
今
後

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
問
う
。

 

昭
和
28
年
3
月
17
日
に
現
在

の「
土
地
改
良
区
」が
設
立
さ
れ
、

東
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
を

最
後
に
、
町
内
の
大
型
圃
場
整
備

事
業
が
完
了
し
て
お
り
、
今
日
の

町
の
農
業
基
盤
整
備
に
、
大
き
く

寄
与
し
た
。

　
借
入
金
完
済
時
か
ら
現
在
ま
で

は
、
財
産
管
理
業
務
と
、
年
に
一

度
の
役
員
会
と
、
総
代
会
を
開
催

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
ら

諸
状
況
を
踏
ま
え
、
組
織
存
続
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
農
業
施
策
を

精
査
し
な
が
ら
、
解
散
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
役
員
や
総
代
間

で
十
分
に
協
議
・
検
討
し
た
い
。

田中秀夫 議員

土地改良区の今後のあり方は
解散も選択肢の一つとして検討町　長答

問

総
務
産
業
常
任
委
員

加
賀
海
浜
産
業
道
路

を
視
察

　
9
月
11
日
（
金
）
総
務
常
任
委

員
会
で
、
加
賀
産
業
海
浜
道
路
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
で
は
、
県
南
加
賀
土
木
総

合
事
務
所
道
路
建
設
課
長
の
説
明

を
受
け
、
地
下
通
路
の
防
犯
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
要
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員

公
園
・
遊
具
を
視
察

　
9
月
24
日（
木
）教
育
民
生
常
任

委
員
会
で
は
、
子
ど
も
達
の
遊
び

場
の
遊
具
に
つ
い
て
、
穴
水
町
真

名
井
児
童
公
園
・
宝
達
志
水
町
運

動
公
園
多
目
的
運
動
広
場
・
か
ほ

く
市
七
塚
中
央
公
園
3
箇
所
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
で
は
、
遊
具
の
安
全
性
や

機
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し

た
。

県
の
担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
る

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
具

「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
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これまでに行われた質問や提言がどう取り組まれたか、レポートする。

あの質問はどうなった？
一般質問のゆくえ

追 跡
空き家に対する補助制度を
� 平成３０年１２月議会　山村秀俊議員

各種施策の町民への周知を
� 平成３０年６月議会　田中秀夫議員

空き家等解体事業補助金制度
設立� 平成３１年４月

「暮らしの便利帳」発行
� 平成３１年４月

空き家に対する施設を検討 暮らしの便利帳の作成を検討

空き家の円滑な流通や改修・解体・相続等を促す
ために、空き家に対する改修費用、解体費用、購
入費用、清掃費用等の補助制度の創設について、
町当局の考えを聞きたい。

町は短期人間ドック事業など、町民の生活に密着
したきめ細かい各種施策を数多く実施しているが、
町民にはあまり知られていないのではないか。町
全体の施策が一目でわかるものにより、周知を図
ることが大切ではないか。

住宅地の流動化と町民のみなさんの
安全で安心な住居環境の形成を図る
ため、空き家等の解体を実施する方
に対し、工事費の一部を補助します。
補助金：解体及び撤去費の１/ ２（上限５０万円）

「暮らしの便利帳」が各家庭に配布されました。暮
らしに役立つ情報を提供していま
す。町の取り組みや手続きなど気
になることがある時に活用くださ
い。右ＱＲコードより「暮らしの
便利帳」がご覧になれます。

空き家の解体費用助成、移住促進助成など、町の
実態に即した空き家に対する施設を検討して参り
ます。

広報やホームページ等を通じて町民の皆さんに周
知の努力をしてきたが、実際に伝わっているのか
気がかりである。「暮らしの便利帳」のような冊子
を作成し、全戸配布を検討している。

答　弁 答　弁

その後 その後

取り壊し前の空き家

川北町議会だより 157号
令和２年11月１日発行

13

NEXT

み
ん
な
の
広
場
　
な
ど



川北町議会だより 157号
令和２年11月１日発行
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議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆　

次
回
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
読
み
易
く
、
分
か

り
易
い
紙
面
に
し
よ
う
と
グ

ラ
フ
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し

た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
情
報
提

供
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に

行
政
と
議
会
に
さ
ら
に
関
心

を
持
っ
て
頂
き
、
読
ん
で
も

ら
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
議
会
傍
聴
も
コ
ロ
ナ
禍
で

３
月
、
６
月
定
例
会
で
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
９
月
定

例
会
よ
り
、
傍
聴
席
数
13
の

制
限
付
き
で
、
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
傍
聴
は
今
後
の
町
の

方
針
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
る
良
い
機
会
で
す
。
今
後

と
も
多
く
の
皆
様
に
お
越
し

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

宮
崎　
稔 

記

〒923-1295 石川県能美郡川北町字壱ツ屋174番地　☎076（277）1111
責任者／議長 苗 代  　 実
編　集／議会広報編集特別委員会

みんなの広場

お問い合わせは、川北町議会事務局まで　　　☎076（277）1111

編
集
後
記

　　西田　禎史さん・久美子さん
　　　　　優

ゆ い

唯さん（10歳）
　不動寺　忠昭さん・さやかさん
　　　　　晴

はる

さん（6歳）
　　　　　慶

けい

さん（5歳）

西田さん　ご家族（橘新） 不動寺さん　ご家族（中島）

以前のお住まいは？

サンハイム橘です。

Q
A

以前のお住まいは？

サンハイム三反田です。

Q
A

町に住まいしての感想は？

町内及び地区の行事が充実している。

Q
A

町に住まいしての感想は？

子育てしやすい町だと思います。

Q
A

町への要望などは？

公園等にもっと遊具があれば良いと
思います。

Q
A

町への要望などは？

子どもの遊べる公園を増やしてほしい。

Q
A

取材者：田中秀夫 取材者：山先守夫


	かわきた議会便り前半157 1
	かわきた議会便り前半157
	かわきた議会便り後半157
	かわきた議会便り後半157 7

